
第２章　華やぎのあるまち

第１節　魅力あふれるまち

　１　美しいまちをつくる

事業内容 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

99
国家戦略として
の京都創生の実
現をめざす取組

　日本の歴史・文化の象徴である京都を国
家財産として守り生かす京都創生を実現す
るため，シンポジウムの開催や「京都創生
百人委員会」と共同で国へ働きかけるなど
国民的な運動を展開し，「歴史都市京都再
生特別法（仮称）」の制定など国の取組を
強く求める。

－

国への要望

シンポジウ
ムの開催な
ど国民的な
機運の盛り
上げ

取組の推進 → → →

50 － 総合企画局

100

自然・歴史的な
景観保全の推進
（№87・141再
掲）

　古都における歴史的風土の保存に関する
特別措置法や風致地区条例などに基づき，
自然・歴史的な景観を保存する。

－

取組の推進
(規制・指
導，土地の
買入れ等)

→ → → →

3,654 － 都市計画局

経費
（百万円）

数値目標等 担当局№ 政策項目名 事業概要
年次計画
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事業内容 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

①景観法に規
定する制度の
検討・活用

景観計画検
討

景観重要建
造物指定の
調査

景観計画策
定

景観重要建
造物の指定
開始

景観整備機
構に関する
調査

取組の推進 → →

66 － 都市計画局

②職住共存地
区における美
観地区の指定
の拡大

地区の指定 － － － － 0 － 都市計画局

③本願寺・東
寺界わい景観
整備地区（仮
称）の指定

調査・検討 計画策定
（地区指
定）

－ － －
2 － 都市計画局

④重要伝統的
建造物群保存
地区の指定の
拡大

調査・検討
（保存地区
の決定）

保存計画策
定

－ － －
16 － 都市計画局

101

町並み景観の保
全・再生・創造
の推進（№88・
142再掲）

　町並み景観を保全・再生・創造するた
め，以下の事業に取り組む。

①景観法に規定する景観計画を策定する。
景観重要建造物，景観整備機構の指定等，
景観法に規定する制度の活用について検討
を行う。

②③④美観地区や界わい景観整備地区，伝
統的建造物群保存地区等の指定を拡大し，
きめ細かな規制・誘導を行うことにより，
市街地の景観整備や文化財的な価値をもつ
環境保存を実施する。

№ 政策項目名 事業概要
年次計画 経費

（百万円）
数値目標等 担当局
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事業内容 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

102
「借景」の現状
調査の実施

　平成4～5年に実施した市内100箇所を超
える地点での借景調査に基づく景観整備制
度の大幅な見直しを踏まえ，借景の現況を
調査し，更なる景観の保全策を検討する。

－
調査内容検
討

調査・検証 取組の推進 → →
20

調査実施
（17・18年
度）

都市計画局

103
電線類地中化の
推進

　日本文化の象徴である歴史都市・京都を
「電線のない美しいまち」のモデル都市と
するため，16年3月に策定した無電柱化推
進計画(16～20年度)に基づき景観を阻害す
る電線類の地中化の面的・集中的な実施を
行う。
　京都の風情を醸し出す道路景観を整備す
るため，電線類地中化事業と連動した道路
の美装化を実施していく。

－

祇園・岡崎
地区（神宮
道・仁王門
通他）

御所周辺地
域（国道
367号（烏
丸通）・市
道鹿ヶ谷嵐
山線（丸太
町通））

市道東堀川
通

取組の推進 → → → 6,175
整備延長計
画約34km
（20年度）

建設局

経費
（百万円）

数値目標等 担当局№ 政策項目名 事業概要
年次計画
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事業内容 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

104
堀川の水辺環境
の整備

　市街地の景観に大きな位置を占める堀川
について，せせらぎを復活させ，水辺空間
の整備を実施する。
　堀川に導水した水の一部を二条城の外堀
に導水し，水質の浄化を図るとともに，西
高瀬川へ導水することにより，京都市中心
部に水と緑のネットワークを形成する。
　京都府が整備予定の西高瀬川の親水護岸
についても，円滑に協議を進めていく。

－

堀川中央幹
線建設

接続幹線建
設

雨水吐口閉
鎖

地下水路整
備
（紫明通導
水路整備）

→
（完了）

→
（完了）

→
（完了）

→
（せせらぎ
整備）

→
（堀川開渠
部整備）

→
（堀川開渠
部整備）

→
（二条城堀
の浄化）

5,098

二条城堀の
浄化
（20年度）

整備完了
（22年度）

建設局
上下水道局

①宝が池
「新・子ども
の楽園」の整
備

基本計画見
直し

実施設計
（現公園
部）

着手
（現公園
部）

整備完了
（現公園
部）

周辺整備
2,600

整備完了
（19年度）

建設局

②街区公園の
計画的な整備
とイマジカ跡
地基本調査

6公園整備
（イマジカ
跡地基本調
査）

4公園整備 4公園整備 4公園整備 4公園整備

1,110 － 建設局

③桂川防災緑
地公園の整備

国と具体的
整備計画協
議

→ → → →
－ － 建設局

④淀城跡公園
の再整備

用地買収 → → 整備計画策
定

→

1,494 － 建設局

№ 政策項目名 事業概要
年次計画 経費

（百万円）
数値目標等 担当局

105
公園整備の計画
的推進

　京都市緑の基本計画に基づき，身近な公
園や今後の地域のまちづくりにおける核と
なる施設として，地域の歴史的，文化的財
産を活用した防災機能を有する公園等を計
画的に整備するとともに，老朽化した既存
公園の再整備を計画的に推進する。
　また，緑化や環境保全の意識向上を図る
ため，多種類の植物を配した公園や環境保
全に配慮した公園の整備を推進する。
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事業内容 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

①屋上緑化推
進制度の創設

屋上緑化試
験施工
（調査）

公共建築物
への屋上緑
化の推奨

→
屋上緑化推
進制度の創
設

－ －
0

屋上緑化推
進制度の創
設
（18年度）

建設局

②緑被率調査
の実施

調査実施 調査完了 － － －
13

調査完了
（17年度）

建設局

③市民に親し
まれる保存樹
の拡充

取組の推進
（6件指
定）

→
（6件指
定）

→ → →
1

新規指定12
件増
（17年度40
件）

参考
15年度28件

建設局

④街路におけ
る緑化の推進

取組の推進
（街路樹里
親制度の創
設検討，落
葉後の剪定
モデル路線
の順次拡
充）

→
（街路樹里
親制度の創
設，落ち葉
回収計画の
策定・実
施）

→ → →

56
街路樹里親
制度の創設
（17年度）

建設局

経費
（百万円）

数値目標等 担当局№ 政策項目名 事業概要
年次計画

106

保存樹の拡充を
はじめとした緑
化の推進

　緑化の推進のため，以下の取組を行う。

①敷地緑化が困難な状況にある中心市街地
において緑を確保するとともに，ヒートア
イランド現象の緩和に効果のある屋上緑化
を推進するための制度を創設し，緑あふれ
るまちづくりを推進する。

②空から見た緑と水との割合を調べる緑被
率調査を実施する。

③市民に親しまれている樹木等を「京都市
緑化の推進及び緑の保全に関する条例」に
基づき保存樹木として指定し，支援を促進
する。

④「美しい緑」を守り育て増すことによ
り，ヒートアイランド対策にも資する都市
緑化を促進するため，街路樹里親制度の創
設，街路樹剪定時期を紅葉後に遅らせるモ
デル路線の拡充，落ち葉の定期的回収など
を行う。
　その他，関係機関と協力協同し，伝統的
庭園技術の研究及び継承，庭園の保全等を
通じ，京都らしい都市緑化のあり方を検討
する。

48



事業内容 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

①「京・華や
ぎ隊」をはじ
めとする市
民，事業者の
協働によるま
ちの美化の推
進

京・華やぎ
隊の創設

取組の推進 →
（第2次区
域検討）

→
（第2次区
域活動実
施）

→ 301 － 環境局

②放置自転車
対策の強化
（№98再掲）

取組の推進
（土曜撤去
の試行実
施）

→
（土曜撤去
の本格実
施）

→ → →

2,365 － 建設局

③違反広告物
撤去のための
市民ボラン
ティア組織の
設立

調査・検討 市民ボラン
ティア組織
設立

取組の推進 → →

17

市民ボラン
ティア組織
の設立
（17年度）

都市計画局

　２　成熟した文化が実現する

事業内容 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

108
京都市文化芸術
振興条例（仮
称）の制定

　京都の優れた芸術文化をさらに高めると
ともに，市民の芸術文化活動を活発にし，
「文化首都・京都」を一層発展させるため
に「京都市文化芸術振興条例（仮称）」を
制定する。

－ 条例制定準
備

条例制定 － － －
1

条例制定
（17年度）

文化市民局

№ 政策項目名 事業概要
年次計画 経費

（百万円）
数値目標等 担当局

№ 政策項目名 事業概要
年次計画 経費

（百万円）
数値目標等 担当局

107
まちの美化の推
進

　歴史都市，観光都市にふさわしい「世界
一美しいまち・京都」の実現をめざし，市
民や事業者との協力の下，散乱ごみをはじ
め，違反広告物，違法駐車・放置自転車対
策などに取り組み，まちの美化を推進す
る。
 また，都市の美観を損ね，生活環境の悪
化を招いている大量の違反広告物に対し
て，行政だけでなく市民ボランティアと協
働で撤去に取り組む。現在ある路上違反広
告物追放推進員制度を発展させ，広く市民
に参加しやすい制度としていく。
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事業内容 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

①文化ボラン
ティアの育
成，市民文化
活動の支援や
情報提供など
の取組の推進

取組の推進 → → → → 25 － 文化市民局

②京都文化祭
典の開催

開催 → → → → 571
京都文化祭
典の開催
（16年度）

文化市民局

110

京都国際マンガ
ミュージアム
（仮称）の開
設，支援
（№121再掲）

　「マンガとアニメのメッカ・京都」をめ
ざし，大学と協力して，図書館・博物館機
能や研究・人材育成機能を備え，観光新名
所，アニメ文化の構築・発信やアニメ関連
の新産業創出につながる「京都国際マンガ
ミュージアム(仮称)」の開設を支援する。
　また，「アジア・マンガサミット」の開
催をめざす。

－ 開設準備 → 開設 － 「アジア・
マンガサ
ミット」の
開催

－

京都国際マ
ンガミュー
ジアム(仮
称)」の開設
（18年度）

総合企画局
文化市民局
教育委員会

経費
（百万円）

数値目標等 担当局№ 政策項目名 事業概要
年次計画

109
芸術文化活動の
振興

①市民の文化力の向上を図るため，文化ボ
ランティアを育成するとともに，市民文化
活動顕彰制度の検討等の市民文化活動の支
援並びに市民が芸術文化を支え，実践し，
楽しさを享受するための取組を推進する。

②市民の芸術文化活動の一層の振興を図る
とともに，京都の芸術文化を全国に発信す
るため，京の華舞台，音楽祭，京都まつ
り，京都映画祭等，さまざまな文化イベン
トを秋に集中して開催する。
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事業内容 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

①近代和風建
築の調査

分布調査 → 詳細調査 → → 18 － 文化市民局

②文化財保存
体験教室の実
施

調査・検討 文化財保存
体験教室開
催

取組の推進 → →

48
教室開催
（17年度）

文化市民局

③文化財情報
ネットワーク
の構築

調査・検討 文化財情報
ネットワー
クの構築・
情報発信

取組の推進 → →
14 － 文化市民局

112
世界遺産登録10
周年記念事業の
実施

　古都京都の文化財の世界遺産登録10周年
を記念し，シンポジウム等の各種事業を実
施する。

－ 記念事業開
催

－ － － －
5 － 文化市民局

№ 政策項目名 事業概要
年次計画 経費

（百万円）
数値目標等 担当局

111

文化財の調査・
活用とその魅力
を発信する情報
ネットワークの
構築

①文化財指定，文化財登録の基準及び運用
方法の見直しを図る前提となる文化財候補
（近代和風建築）の悉皆調査を実施し，新
たな保護施策の手法を検討する。(分布調
査：3,000件，詳細調査：300件）

②文化財保存体験教室及び講演会等を実施
することにより京都のもつ歴史的・文化的
価値を発信する。

③文化財関連の情報ネットワークを構築す
る。
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事業内容 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

113
京都会館の再整
備構想の策定

　京都で最大規模のホールを有する京都会
館の開館50周年（22年）を契機として，大
規模ホールに求められる今日的な機能を満
たせるよう再整備の検討を行う。

－ 現況・あり
方の調査

再整備構想
検討

再整備構想
策定

－ －
14 － 文化市民局

114
京響創立50周年
記念事業等の実
施

　17年度の京都コンサートホール開館10周
年を記念して，海外の著名な交響楽団の誘
致など，開館10周年事業を年間を通して実
施する。
　日本で唯一の自治体直営オーケストラで
ある京響の創立50周年記念事業を実施す
る。

－

開催準備 京都コン
サートホー
ル開館10周
年記念事業
（プラハ交
響楽団記念
演奏会等）
実施

京響50周年
記念事業実
施

－ －

138 － 文化市民局

　３　国内外との多彩な交流を行う

事業内容 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

115
歴史都市の発展
に向けた国際交
流の推進

　世界歴史都市連盟の会長・事務局都市と
して世界歴史都市会議の開催や連盟の運営
を通じ，歴史都市の発展や世界平和の実現
に向けて国際協力を推進する。

－

取組の推進
（連盟理事
会での平和
メッセージ
の発信）

→
（第9回世
界歴史都市
会議）

→
（第10回世
界歴史都市
会議）

→ →
（第11回世
界歴史都市
会議） 100 － 総務局

経費
（百万円）

数値目標等 担当局№ 政策項目名 事業概要
年次計画

№ 政策項目名 事業概要
年次計画 経費

（百万円）
数値目標等 担当局
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事業内容 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

116
姉妹都市との多
彩な国際交流の
推進

　姉妹都市との多彩な国際交流を推進する
ため，姉妹都市との代表団の相互派遣や文
化，学術，スポーツ，青少年等の多様な分
野での交流を推進する。

－

取組の推進
（西安市と
の提携30周
年記念事
業）

→
（フィレン
ツェ市との
提携40周年
記念事業）

→
（プラハ市
との提携10
周年記念事
業）

→ →
（パリ市と
の提携50周
年記念事
業）

30 － 総務局

117

外国籍市民等が
安心して医療を
受けるための通
訳派遣
（№8再掲）

　多文化共生社会の実現に向け，外国籍市
民等が安心して医療サービスを受け，健康
にくらせるよう，医療機関に通訳を派遣す
る。

－
取組の推進
（派遣医療
機関１箇所
増）

→ →
（派遣医療
機関１箇所
増）

→ →
（派遣医療
機関１箇所
増）

25

派遣医療機
関4箇所
（20年度）

参考
15年度１箇
所

総務局

　４　生涯にわたってみずからを磨き高める

事業内容 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

118
右京中央図書館
（仮称）の整備

　新中央図書館構想のうち，早急な対応が
求められるＩＴ環境の整備と京都情報の発
信拠点づくりについて，地下鉄天神川駅
（仮称）再開発施設内に設置する右京中央
図書館（仮称）において先行実施するとと
もに，構想については引き続き検討を行
う。

－
実施設計，
図書の先行
購入

建設工事，
図書の先行
購入

→ 開館 －
669

開館
（19年度）

教育委員会

119
全地域図書館に
おける夜間開館
の実施

　ますます高まる市民の生涯学習ニーズに
応え，身近な生涯学習施設である図書館の
サービス向上を図るため，地域図書館の夜
間開館を拡充する。

－ 2図書館実
施

実施図書館
拡充

→ 全図書館実
施

－
63

全地域図書
館で夜間開
館実施
（19年度）

参考
15年度10館

教育委員会

№ 政策項目名 事業概要
年次計画 経費

（百万円）
数値目標等 担当局

経費
（百万円）

数値目標等 担当局№ 政策項目名 事業概要
年次計画
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事業内容 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

120

「学校ふれあい
サロン」活用と
「学校コミュニ
ティプラザ」の
整備による生涯
学習の振興

　小学校に設置している「学校ふれあいサ
ロン」や概ね2中学校区を単位として設置
を進めている「学校コミュニティプラザ」
等，学校を拠点とした生涯学習活動を振興
する。

－ 取組の推進 → → → → 30

「学校コ
ミュニティ
プラザ」17
ゾーン整備
（22年度）

参考
15年度13
ゾーン

教育委員会

121

京都国際マンガ
ミュージアム
（仮称）の開
設，支援
（№110再掲）

　「マンガとアニメのメッカ・京都」をめ
ざし，大学と協力して，図書館・博物館機
能や研究・人材育成機能を備え，観光新名
所，アニメ文化の構築・発信やアニメ関連
の新産業創出につながる「京都国際マンガ
ミュージアム(仮称)」の開設を支援する。
　また，「アジア・マンガサミット」の開
催をめざす。

－ 開設準備 → 開設 － 「アジア・
マンガサ
ミット」の
開催

－

京都国際マ
ンガミュー
ジアム(仮
称)」の開設
（18年度）

総合企画局
文化市民局
教育委員会

第２節　活力あふれるまち

　１　産業連関都市として独自の産業システムをもつ

事業内容 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

①中小企業支
援センターを
拠点とした支
援事業の推進

支援事業の
検討・推進

→ → → →
330 － 産業観光局

②中小企業活
性化サポート
チームの派遣
等やコミュニ
ティビジネス
への支援

支援策の検
討

支援策の検
討・推進
（サポート
チームによ
る支援策の
実施）

→ → →
（コミュニ
ティビジネ
スへの支援
策創設）

20 － 産業観光局

経費
（百万円）

数値目標等 担当局№ 政策項目名 事業概要
年次計画

№ 政策項目名 事業概要 経費
（百万円）

数値目標等

122
中小企業の経営
強化への支援

　中小企業の経営基盤の強化を図るため，
以下の取組を行う。

①中小企業支援センターを拠点とした，経
営から金融まで一体となった支援事業

②サポートチームの派遣による個別的・継
続的な支援とコミュニティビジネスへの支
援策の検討・推進

年次計画
担当局
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事業内容 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

①桂イノベー
ションパーク
構想の推進

研究施設等
の立地促進

研究成果活
用プラザ・
京大桂ベン
チャープラ
ザの開所

取組の推進
（研究成果
の事業化）

→ → →
930

研究成果活
用プラザ等
の開所
（16年度）

研究成果50
の事業化
（20年度）

産業観光局

②多彩なベン
チャー・第二
創業の育成支
援

地域プラッ
トフォーム
事業・企業
価値創出支
援制度の推
進

取組の推進
（学生ベン
チャー創業
支援システ
ムの創設）

→ → →

1,624

目利き委員
会Ａランク
認定企業100
社
（22年度）
参考
15年度38社

オスカー認
定企業（第
二創業）100
社
（19年度）
参考
15年度39社

大学発ベン
チャー200社
（22年度）
参考
15年度43社

産業観光局

№ 政策項目名 事業概要
年次計画 経費

（百万円）
数値目標等 担当局

産学公の連携に
よる新産業創出
への支援

123

　「ものづくり都市・京都」の活性化を図
るため，「京都市スーパーテクノシティ構
想」を着実に推進し，産学公の連携による
新産業創出への支援として，以下の取組を
行う。

①世界水準を超える「知的産業創造拠点」
を形成するために，桂イノベーションパー
クにおいて，国内外の研究機関や企業を誘
致・育成する。

②地域プラットフォーム事業やインキュ
ベーション事業，ベンチャー企業目利き委
員会の運営等を推進し，創業・新事業創出
の支援策の充実と新たなしくみづくりの検
討を行うとともに，企業価値向上・創出を
めざす第二創業を支援する。

55



事業内容 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

③新規成長分
野への支援と
産学公の連携
促進

バイオ産業
技術フォー
ラムの運営

ナノテクノ
ロジーの事
業化促進

取組の推進
（バイオベ
ンチャー育
成支援施設
の開所）

→ → →

447

バイオ関連
産業売上高
年間 1兆円
（22年度）

バイオ関連
特許出願件
数 年間500
件（22年
度）

産業観光局

④産業科学技
術振興計画の
策定

検討 計画策定 － － － 3
計画策定
（17年度）

産業観光局

124
産業立地促進対
策事業の推進

　市内における企業活動を総合的に支援
し，「ものづくり都市・京都」の都市活力
の発展を図るため，以下の取組を行う。
・相談窓口の運営をはじめ，ホームページ
による情報発信や市内企業等の訪問
・助成制度や融資制度の運用
・首都圏等における企業誘致活動の推進
・企業誘致戦略プラン（仮称）の策定

－

立地促進支
援

戦略プラン
の策定

戦略プラン
の推進

→ → →
640

企業訪問
2,000社
（19年度）

参考
15年度65社

産業観光局

125
雇用創出特別対
策の継続，推進

　現在実施されている緊急雇用創出特別対
策事業の継続を国に要望していくととも
に，新たな社会情勢を踏まえた京都市独自
の雇用創出事業についての検討を行う。

－

国への継続
要望

新たな雇用
創出事業の
検討

取組の推進 → → → 0 －
総合企画局
理財局
産業観光局

年次計画 経費
（百万円）

数値目標等 担当局

③「京都バイオシティ構想」に基づく重点
分野（医学と工学の融合，環境など）にお
ける研究開発の促進，研究機関「高次生体
機能医工系研究センター（仮称）」の誘致
検討，京都ナノテク事業創成クラスター事
業の推進など，新たな産業分野への支援を
行う。

④産業科学分野の具体的計画として，「京
都市産業科学技術振興計画」を策定し，産
学公連携のための体制を整備する。

産学公の連携に
よる新産業創出
への支援

123

№ 政策項目名 事業概要
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事業内容 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

126
産業技術研究所
の立地的統合

　産業技術支援の核となる公設試験場の機
能強化と産学公の連携による産業振興施策
を推進するために，産業技術研究所の立地
的統合を実現する。

－ 検討 基本構想 基本設計・
実施設計

建設工事・
開設

－
4,300

開設
（19年度）

産業観光局

127
伝統産業活性化
条例（仮称）の
制定

　学識経験者や伝統産業，文化，観光等の
専門家で構成する検討委員会を設置し，現
状の課題を整理して今後の方策等を検討
し,基本方針を取りまとめ，「伝統産業活
性化条例（仮称）」を制定する。

－
検討・基本
方針取りま
とめ

条例制定 － － －
4

条例制定
（17年度）

産業観光局

128

「おいでやす京
の商い～京都市
商業ビジョン
2004～」の推進

　商い創出事業や商い元気店舗100店の起
業支援をはじめとする個店の魅力アップを
図ることにより，京都ならではの「華やか
な都市のにぎわい」を創出する。

－

商い創出事
業の拡充

商い元気店
舗支援事業
の推進

取組の推進 → → →

449 － 産業観光局

129

「京都市（伏見
地区）中心市街
地活性化基本計
画」の推進
（№152再掲）

　活力と魅力のある中心市街地の形成に向
けて，京都市（伏見地区）中心市街地活性
化基本計画を着実に推進するとともに，
「行政サービス核」の中心となる伏見区総
合庁舎の建設予定地が変更されたことを踏
まえ，新たな事業展開も含めた計画の見直
しを行う。

－ 計画見直し
の検討

計画の見直
し

取組の推進 → →
5 － 産業観光局

数値目標等 担当局№ 政策項目名 事業概要
年次計画 経費

（百万円）
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事業内容 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

130

中央卸売市場の
整備による安
心・安全な食づ
くりと情報発信

　食品流通機能を強化し，個性と活力のあ
る市場づくりを推進するとともに，安全性
の確保による健全な食生活を提供するた
め，次の取組を行う。
・第8次中央卸売市場整備計画の策定・推
進
・市場や生産者による食文化の情報発信

－

整備計画策
定

情報発信の
推進

整備計画の
推進

情報発信の
推進

取組の推進 → → 1,241 － 産業観光局

①京の旬野菜
推奨事業など
環境に優しい
農業の振興

販売促進
キャンペー
ンの実施

コンテナ出
荷支援

土づくりの
推進

取組の推進 → → → 45

京の旬野菜
の生産割合
30％
（22年度）

参考
14年度
26.4％

産業観光局

②観光農村育
成事業の推進

里づくりプ
ラン及び実
施計画等の
策定

計画の推進 → → →

864 － 産業観光局

③「絆の里山
整備事業」な
ど林業の活性
化

絆の里山整
備事業の実
施

計画の策定

取組の推進 → → → 638

絆の里山整
備面積29ha
（20年度）

参考
15年度
6.79ha

産業観光局

131

市民に身近で環
境にやさしい都
市型農林業の展
開

　都市型農林業の育成のため，以下の取組
を行う。

①栄養価が高い旬の地場野菜の振興によ
り，市内産野菜の生産・消費拡大及び市民
の健康増進を図る。また土づくり等による
環境に優しい農業を推進する。
　
②美しい農村景観や自然を生かし，地域特
産物の加工体験や地域の散策，自然観察等
を通じて，市民が農村の良さを実感できる
観光農村を育成する。

③京都三山において，景観保全や環境保全
を目的とする森林整備を実施するほか，森
林組合を中心に林業生産基盤等の整備計画
を策定・推進する。また，京北町との合併
を契機とした林業の振興を行う。

№ 政策項目名 事業概要
年次計画 経費

（百万円）
数値目標等 担当局
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　２　魅力ある観光を創造する

事業内容 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

①国際観光お
こしやす都市
宣言

検討 宣言 － － － 5

外国人年間
宿泊観光客
150万人
（19年）

参考
15年45万人

産業観光局

②外国人観光
誘客5大重点
市場への海外
情報拠点の設
置

検討 → 情報拠点設
置・運営

→ →
55

情報拠点設
置
（18年度）

産業観光局

③案内標識等
の外国語併記
化の推進

取組の推進 → → → → 186

現在設置の
約1,600基を
すべて4箇国
語表記化
（19年度）

産業観光局

④観光情報
ホームページ
の多言語によ
る発信

取組の推進 → → → → 11 － 産業観光局

132
外国人観光誘客
の一層の推進

　海外からの観光客誘致の強化のため，以
下の取組を行う。

①「国際観光おこしやす都市宣言」を行
う。

②国の「ビジット・ジャパン・キャンペー
ン」と連携し，5大重点市場（アメリカ，
台湾，韓国，中国，香港）への京都観光の
情報拠点設置を進める。

③観光案内図板等の4箇国語（日・英・
中・ハングル）表記化を推進する。

④観光情報ホームページの多言語による発
信を行う。

経費
（百万円）

数値目標等 担当局№ 政策項目名 事業概要
年次計画
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事業内容 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

①歩いて楽し
む界わい観光
の推進（モデ
ルゾーンの設
定）

モデルゾー
ンの設定

→ → →
(全区でモ
デルゾーン
設定)

→
33 －

文化市民局
産業観光局

②体験プログ
ラムの開発，
提供

検討 メニューの
開発，提供

→ → →
10

宿泊観光客
比率30％
（19年）

参考
15年24.6％

修学旅行生
年間100万人
台の維持

産業観光局

134
宇多野ユースホ
ステルの再整備

　施設が老朽化している宇多野ユースホス
テルを宿泊機能，国際交流機能，情報発信
拠点機能を併せ持った施設として再整備す
る。

－ 地質調査 基本設計 実施設計 建設工事・
開所

－
1,552

開所
（19年度）

産業観光局

135
京都を挙げた観
光振興の組織づ
くり

　観光・コンベンション振興関連組織や団
体を一体化し，京都を挙げた観光振興の推
進体制を設立する。

－ 検討・調整 組織の設
立・運営

組織の運営 → →
0

組織の設立
（17年度）

産業観光局

136
新しい観光資源
の創出

　「京都・花灯路」事業や「新選組」を
テーマとした観光プログラム開発等に引き
続き，京都のもつ奥深い「ほんもの」の魅
力を活用した新たな観光資源を創出・充実
する。

－

取組の推進
（岡崎十石
舟の運航）

→ → → →

230

年間入洛観
光客数5,000
万人
（22年）

参考
15年4,374万
人

産業観光局

№ 政策項目名 事業概要
年次計画 経費

（百万円）
数値目標等 担当局

133
滞在型京都観光
の促進

　地域の歴史や文化に根ざした個性的な観
光資源を含む「界わい観光モデルゾーン」
の設定や修学旅行生等を対象に京都の豊か
な歴史・文化・自然を満喫できる多彩な体
験プログラムを開発・提供するとともに，
文化・観光施設の開館時間の延長などによ
り，滞在型の京都観光を促進する。
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　３　大学の集積・交流が新たな活力を生み出す

事業内容 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

①大学連携型
コミュニ
ティーカレッ
ジ創設

検討 シティーカ
レッジ，プ
ラザカレッ
ジの充実

→ コミュニ
ティーカ
レッジ創設

取組の推進

75 － 総合企画局

②大学院等共
同サテライト
拠点の展開

サテライト
拠点の設置

取組の推進 → → →
54

サテライト
拠点の設置
（16年度）

総合企画局

138
大学と地域の連
携・交流の推進

　地域研究やまちづくりへの提言等，大学
による地域連携への積極的な取組を促進す
るとともに，大学が有する知的資源の地域
への還元を促進する。
　大学と地域がそれぞれにもつニーズと
シーズを結びつけるコーディネート機能を
強化する等の地域活性化実践事業の支援を
行う。

－
連携事業へ
の支援

取組の推進
（事業評
価）

→ → →
13 － 総合企画局

137
キャンパスプラ
ザ京都を核とし
た事業の充実

①大学の正規授業が受講でき，単位の取得
もできる社会人向けの生涯学習講座シ
ティーカレッジに，（財）大学コンソーシ
アム京都が実施するプラザカレッジを加
え，総合的な社会人教育，生涯学習講座と
しての「大学連携型コミュニティーカレッ
ジ」を創設する。

②高度な専門分野についての再教育や教養
教育を求める社会人のニーズに対し，利便
性の高いキャンパスプラザ京都において，
多様な講義を提供するため，大学院等共同
サテライト拠点を設置する。

№ 政策項目名 事業概要
年次計画 経費

（百万円）
数値目標等 担当局
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　４　若者が集い能力を発揮する

事業内容 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

139
伏見青少年活動
センターの整備

　伏見区総合庁舎の整備に併せて，伏見青
少年活動センターを移転整備する。

－ 設計 → 工事 → 竣工

※伏見区
総合庁舎
の建設整
備に含む

－ 文化市民局

140

若者の意見を市
政やまちづくり
に生かす場づく
り

　学生をはじめとする青少年の自覚や意識
を高め，市政参加を促進するため，青少年
が意見や提案を言えるしくみづくり・場づ
くりを行う。

－ 取組の推進 → →
（新たなし
くみづくり
の検討）

→ →
5 － 文化市民局

第３節　市民のくらしとまちを支える基盤づくり

　１　個性と魅力あるまちづくり

事業内容 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

141

自然・歴史的な
景観保全の推進
（№87・100再
掲）

　古都における歴史的風土の保存に関する
特別措置法や風致地区条例などに基づき，
自然・歴史的な景観を保存する。

－

取組の推進
(規制・指
導，土地の
買入れ等)

→ → → →

3,654 － 都市計画局

№ 政策項目名 事業概要
年次計画 経費

（百万円）
数値目標等 担当局

№ 政策項目名 事業概要
年次計画 経費

（百万円）
数値目標等 担当局
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事業内容 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

①景観法に規
定する制度の
検討・活用

景観計画検
討

景観重要建
造物指定の
調査

景観計画策
定

景観重要建
造物の指定
開始

景観整備機
構に関する
調査

取組の推進 → →

66 － 都市計画局

②職住共存地
区における美
観地区の指定
の拡大

地区の指定 － － － － 0 － 都市計画局

③本願寺・東
寺界わい景観
整備地区（仮
称）の指定

調査・検討 計画策定
（地区指
定）

－ － －
2 － 都市計画局

④重要伝統的
建造物群保存
地区の指定の
拡大

調査・検討
（保存地区
の決定）

保存計画策
定

－ － －
16 － 都市計画局

№ 政策項目名 事業概要
年次計画 経費

（百万円）
数値目標等 担当局

142

町並み景観の保
全・再生・創造
の推進（№88・
101再掲）

　町並み景観を保全・再生・創造するた
め，以下の事業に取り組む。

①景観法に規定する景観計画を策定する。
景観重要建造物，景観整備機構の指定等，
景観法に規定する制度の活用について検討
を行う。

②③④美観地区や界わい景観整備地区，伝
統的建造物群保存地区等の指定を拡大し，
きめ細かな規制・誘導を行うことにより，
市街地の景観整備や文化財的な価値をもつ
環境保存を実施する。
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事業内容 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

①「街なみ環
境整備事業」
の推進

取組の推進 → → → → 35 － 都市計画局

②京町家ネッ
トワークの推
進

取組の推進 → → → → 20 － 都市計画局

③京町家の保
全・再生を可
能とする方策
の検討

取組の推進 →
（改修を容
易にする耐
震構造に係
る基準策
定）

→ → →

0
耐震の基準
策定
（17年度）

都市計画局

144

京町家再生賃貸
住宅制度の創
設・運用
（№12・90再
掲）

　京町家を賃貸住宅として再生・活用する
ための改修費用の一部を助成する「京町家
再生賃貸住宅制度」を創設する。

－ 制度創設 取組の推進 → → → 100
制度創設
（16年度）

都市計画局

事業概要
年次計画 経費

（百万円）
数値目標等 担当局

143
京町家の保全・
再生の促進
(№89再掲)

№

　京町家を生かしたまちづくりを推進し，
京町家再生プランに示す「アクションプラ
ン21」の具体化を進める。

①地区単位で「街なみ環境整備事業」(京
町家の保全・再生に対する助成)を促進す
る。

②市民活動団体や京町家居住者・所有者な
どの関係者と連携して，それぞれの主体的
な取組を活性化させるネットワークを形成
する。

③京町家を維持・継承するための建築行為
を可能とする方策を検討する。

政策項目名
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事業内容 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

①職住共存地
区における地
域協働型地区
計画の策定

取組の推進 → → → → 20 － 都市計画局

②住民主体の
まちづくり活
動の支援

取組の推進 → → → → 25 － 都市計画局

①土地区画整
理事業による
道路等の公共
施設の整備

取組の推進 → → 竣工 清算 3,685
竣工
(19年度）

建設局

②市街地再開
発事業による
にぎわい空間
の創出

取組の推進 → → 竣工 清算 13,976
竣工
(19年度）

建設局

147
二条駅周辺整備
事業の推進

　「交流と創造のまち」を基本テーマに，
二条駅付設の貨物ヤード跡地を有効利用
し，市街地西部における「うるおい」と
「ゆとり」のある新しい都市拠点を形成す
るため，地下鉄東西線及び御池通開通によ
る交通結節機能の向上に併せた総合的整備
（土地区画整理事業，文化施設整備事業）
を行う。

－ 取組の推進
（文化施設
建設着工）

→
（文化施設
完成）

→ → →
1,345 － 建設局

政策項目名 事業概要
年次計画 経費

（百万円）
数値目標等 担当局

地下鉄東西線天
神川駅周辺整備
事業の推進

　地下鉄東西線天神川駅（仮称）の開業に
合わせて，土地区画整理事業と市街地再開
発事業の一体的施行により，右京区の新し
い地域拠点となるにぎわい空間や右京区の
顔となる街並み，安心してくらせる居住環
境を創出する。

№

146

145

住民主体のパー
トナーシップの
取組によるまち
づくりの推進

　地区計画の策定など，パートナーシップ
によるまちづくり活動を推進することによ
り，都心再生の取組を以下のとおり進め
る。

①先導地区として，職住共存地区におい
て，地域協働型地区計画の策定を図る。

②その他の地区において，住民からの要望
に応じて，「(財)京都市景観・まちづくり
センター」の支援制度を活用しながら，地
区計画策定に向けた支援を行う。

65



事業内容 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

148

高度集積地区の
産業支援等複合
施設整備基本計
画の策定

　21世紀の新しい都市活力を担う中心的地
区である高度集積地区の整備を促進するた
め，国内外の民間活力を具体的に誘導する
方策を検討して，施設整備の具体化を進め
る。
 国内外の起業家・技術者・研究者へ快適
な居住環境の提供を行う。

－ 整備基本計
画策定

取組の推進
（施設の整
備）

→ → → 20
計画策定
（16年度）

産業観光局
都市計画局

149

高度集積地区に
おける油小路通
の整備
（№158再掲）

　油小路通の一部区間（鴨川渡河部）であ
る京都南大橋について，その上部に建設さ
れる自動車専用道路の京都高速道路油小路
線整備と調整を図り，6車線供用をめざ
す。

－ 建設 → → →
（完成・6
車線供用開
始）

－ 83 － 建設局

150

キリンビール工
場跡地への優良
民間プロジェク
トの誘導

　阪急，ＪＲの新駅設置，都市計画道路久
世北茶屋線の整備により，飛躍的に向上す
る交通利便性を生かし，大規模工場跡地の
土地利用転換を一体的かつ総合的に誘導す
ることにより，複合的な都市機能の集積や
良好な都市環境の整備を図る。

－

地区計画
（地区整備
計画）・土
地区画整理
事業の都市
計画決定

－ － － －

0 － 都市計画局

151
京都駅南口周辺
地区のまちづく
り計画の推進

　京都の玄関口にふさわしい機能を集積す
るために，京都駅南地域の交通結節点機能
の向上や安全で快適な歩行者空間を創出
し，良好な民間開発の誘導促進を図る。

－

駅前広場の
整備検討と
良好な民間
開発の促進

→ → → →

0 － 都市計画局

担当局事業概要
年次計画 経費

（百万円）
数値目標等№ 政策項目名
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事業内容 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

152

「京都市（伏見
地区）中心市街
地活性化基本計
画」の推進
（№129再掲）

　活力と魅力のある中心市街地の形成に向
けて，京都市（伏見地区）中心市街地活性
化基本計画を着実に推進するとともに，
「行政サービス核」の中心となる伏見区総
合庁舎の建設予定地が変更されたことを踏
まえ，新たな事業展開も含めた計画の見直
しを行う。

－ 計画見直し
の検討

計画の見直
し

取組の推進 → →
5 － 産業観光局

153
地域水道整備計
画の完了に向け
た事業促進

　市内周辺地域における水道未普及地域の
早期解消を図り，安全な水を安定して供給
するために，地域水道整備事業を継続実施
する。

－

(広河原 ・
花背，久多
地区）
実施設計

（別所地
区）
認可設計

(百井地
区）
基本設計

(広河原・
花背，久多
地区）
用地買収，
整備工事

(別所地
区）
実施設計

(百井地
区）
実施設計

(広河原・
花背，久多
地区）
整備工事

(別所地
区）
用地買収，
整備工事

(百井地
区）
用地買収，
整備工事

整備工事 給水開始 3,089
給水開始
（20年度）

上下水道局

154

「水垂地区にお
ける基盤整備の
ための構想」の
推進

　水垂埋立処分跡地の具体的な活用を図る
ため，環境調査等を踏まえ，土地特性に応
じた土地利用の第1次基本計画を策定し，
段階的かつ着実な取組を推進する。

－
第1次土地
利用基本計
画の検討

第1次土地
利用基本計
画の策定

取組の推進 → →
5 － 総合企画局

155
大岩街道周辺地
域の良好な環境
の育成

　大岩街道周辺地域において，土地利用上
の課題を踏まえ，違法行為を許さない良好
な地域環境育成の方向性を示す指針を策定
する。

－

地元意見交
換

指針の検討 指針の策定

取組の推進 → → 5 － 総合企画局

№ 政策項目名 事業概要
年次計画 経費

（百万円）
数値目標等 担当局
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　２　多様な都市活動を支える交通基盤づくり

事業内容 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

①国道9号西
立体交差事業
（千代原口地
区）の推進
（国が施工）

地下部工事 →
（完成）

－ － － 0
地下部完成
（17年度）

建設局

②国道162号
の整備（川東
工区）

第1工区工
事

→ →

第2工区概
略設計

第1工区完
成

第2工区予
備設計

第2工区測
量・調査・
設計

1,820
第2工区完成
(29年度）

建設局

③国道477号
の整備（大布
施拡幅）

工事 → → → → 880
完成
(22年度）

建設局

④京都広河原
美山線（野
中，二ノ瀬，
鞍馬バイパ
ス）の整備

ルート検討 予備設計 予備設計

用地買収

用地買収

実施設計

用地買収

工事
420

二ノ瀬バイ
パス完成
（26年度）

建設局

⑤府道大山崎
大枝線（都市
計画道路沓掛
上羽線）の整
備（第１工
区）

用地買収 用地買収

設計

用地買収

工事

用地買収

工事

用地買収

工事
5,427

完成
（22年度）

建設局

⑥宝が池通の
整備（狐坂）

工事 →
（完成）

－ － － 777
完成
（17年度）

建設局

⑦ 野大路
（三条通～御
池通）の整備

工事
（完成）
※四条通～
三条通完成
済み

－ － － － 115
完成
（16年度）

建設局

  市内幹線道路の未整備区間を整備し，安
全で円滑な通行と地域の活性化を推進す
る。
　また，沿道地域の活性化，林業の振興を
図るため，未改良区間の拡幅及びバイパス
の整備を行う。

156 道路網の整備

経費
（百万円）

数値目標等 担当局№ 政策項目名 事業概要
年次計画
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事業内容 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

⑧幡枝葵森線
（府道京都広
河原美山線～
岩倉上賀茂
線）の整備

用地買収

工事
→
（完成）

－ － － 754
完成
（17年度）

建設局

⑨久世北茶屋
線（ＪＲ東海
道本線立体交
差部）の整備

工事

躯体完成

工事 →
（完成）

－ －
4,334

完成
（18年度）

建設局

⑩向日町上鳥
羽線（国道
171号～吉祥
院下鳥羽線）
の整備

用地買収

工事
→ → →

（完成）
－ 6,082

完成
（19年度）

建設局

⑪久世梅津北
野線（桂川右
岸～四条通）
の整備

交通量調査

交通量予測

測量，地質
調査

環境調査

概略設計

環境調査

比較設計

都市計画変
更

事業認可

詳細設計

用地測量，
買収

283
着手
（19年度）

建設局

⑫西小路通
（阪急立体交
差）の整備

交通量調査

交通量予測

地質調査

概略設計

比較設計

都市計画変
更

事業認可

詳細設計

用地測量，
買収

374 － 建設局

道路網の整備156

№ 政策項目名 事業概要

  市内幹線道路の未整備区間を整備し，安
全で円滑な通行と地域の活性化を推進す
る。
　また，沿道地域の活性化，林業の振興を
図るため，未改良区間の拡幅及びバイパス
の整備を行う。

年次計画 経費
（百万円）

数値目標等 担当局
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事業内容 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

①京都高速道
路新十条通の
整備促進
（阪神道路公
団が施工）

用地買収

工事
→
（早期完成
予定）

－ － － 3,129 － 建設局

②京都高速道
路油小路線の
整備促進
（阪神道路公
団が施工）

用地買収

工事
→ →

（完成）
－ －

※新十条
通の整備
に含む

完成
（18年度）

建設局

③京都第二外
環状道路の整
備促進
（国及び日本
道路公団が施
工）

地元説明 用地買収等 → → → 0 － 建設局

経費
（百万円）

数値目標等 担当局№ 政策項目名 事業概要
年次計画

157
自動車専用道路
網の整備促進

　交通渋滞を緩和するとともに，都市活動
の活性化に資するため，広域道路網を以下
のとおり整備する。

①京都市南部地域と東部地域を結ぶ新十条
通の整備を促進する。

②今後開発が期待される「高度集積地区」
の基幹道路としての役割を担い，下部空間
の油小路通とともに市南部地域の骨格を形
成する油小路線の整備を促進する。

③本市都心部に通じる国道1号，9号など放
射状の幹線道路間を連絡し，京都市圏の環
状道路として機能する第二外環状道路の整
備を促進する。
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事業内容 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

158

高度集積地区に
おける油小路通
の整備
（№149再掲）

　油小路通の一部区間（鴨川渡河部）であ
る京都南大橋について，その上部に建設さ
れる自動車専用道路の京都高速道路油小路
線整備と調整を図り，6車線供用をめざ
す。

－ 建設 → → →
（完成・6
車線供用開
始）

－ 83 － 建設局

159
第二久世橋（仮
称）の建設

　向日町上鳥羽線の整備に伴い，久世橋下
流に橋梁を新設する。

－
建設

用地買収
→ → →

（完成）
－

※向日町
上鳥羽線
の整備に
含む

完成
（19年度）

建設局

①東西線（六
地蔵～醍醐）
の建設

建設工事
（11月26日
開通予定）

－ － － －
9,947

開通
（16年度）

交通局

②東西線（二
条～天神川）
の建設

建設工事
（土木工
事）

建設工事 → →
（開通予
定）

－
67,897

開通
（19年度）

交通局

経費
（百万円）

数値目標等 担当局№ 政策項目名 事業概要
年次計画

160 地下鉄の整備

　地下鉄東西線を延伸し，ＪＲ奈良線，京
阪宇治線や京福嵐山線と結節することによ
り地域住民の利便性向上を図るとともに，
新たな整備手法も視野に入れた地下鉄の更
なる延伸（烏丸線：竹田以南，東西線：天
神川以西）を検討する。
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事業内容 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

①JR山陰本線
（花園～嵯峨
嵐山間，京都
～二条間）の
複線高架化の
促進

設計，工事 工事 → → →
（完成）

11,314
完成
（20年度）

建設局

②京阪本線淀
駅付近の高架
化の促進

用地取得，
工事

→ 工事 →
（下り線高
架切替）

→
17,434

下り線高架
切替
（19年度）

建設局

③阪急京都線
（桂駅南側～
東向日駅北
側）の高架化
の促進

調査，概略
設計

詳細設計 工事 → →
5,356

着手
（18年度）

建設局

№ 政策項目名 事業概要
年次計画 経費

（百万円）
数値目標等 担当局

161
鉄道の複線高架
化の促進

①本市と京都府北部を結ぶＪＲ山陰本線に
ついて，輸送力を増強するための複線化と
交通渋滞の解消を図る高架化を促進する
（花園～嵯峨嵐山駅間：延長約3.4㎞，京
都～二条駅間：延長約3.3㎞）。

②京阪本線淀駅周辺整備地域の交通渋滞を
緩和し，地域の活性化を図るため，京阪本
線淀駅付近の高架化を促進する（工事延
長：約2㎞，駅前広場整備：約3,000㎡）。

③阪急京都線桂駅以南について，周辺地域
の交通渋滞の解消と地域の活性化を図るた
め，高架化を促進する（区間：桂駅南側～
東向日駅北側，延長：約2㎞）。
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事業内容 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

162

ＪＲ東海道本線
新駅（西大路～
向日町間）の整
備

　ＪＲ東海道線西大路・向日町駅間の新駅
整備に伴い，関連公共施設（自由通路，駅
前広場，アクセス道路，駐輪場等）を整備
する。

－

関連公共施
設の都市計
画決定，設
計，着工

一部開業 全面開業 － －

3,291
開業
（18年度）

都市計画局
建設局

163

軽量軌道公共交
通機関（ＬＲ
Ｔ）などの新し
い公共交通のあ
り方の検討
(№96再掲)

　ひとや環境にやさしく経済性にも優れた
新しい公共交通システムである軽量軌道公
共交通機関（ＬＲＴ）などのあり方を検討
する。

－ 調査・検討 → － － － 25 － 都市計画局

164

観光地や都心な
どにおけるパー
ク・アンド・ラ
イドなど交通需
要管理施策（Ｔ
ＤＭ施策）の推
進
（№97再掲）

　すべてのひとが安全で快適に，歩き，移
動できる「歩くまち・京都」の実現をめざ
し，15年6月にＴＤＭ施策推進の指針とし
て策定した『「歩くまち・京都」交通まち
づくりプラン』（京都市ＴＤＭ施策総合計
画）に基づき，本市の観光地や都心地域に
おいて，ＴＤＭ施策を積極的に推進する。

－
取組の推進
（社会実験
実施）

→
（社会実験
実施）

→ → →
－ － 都市計画局

№ 政策項目名 事業概要
年次計画 経費

（百万円）
数値目標等 担当局
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　３　高度情報通信社会に対応できる基盤づくり

事業内容 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

①財務会計シ
ステムの構築

開発
テスト
研修

運用開始 運用拡充 文書管理シ
ステム（電
子決裁）と
連動

－

1,381 －
総合企画局
理財局
会計室

②文書管理シ
ステムの構築

設計 開発 開発
テスト
研修

運用開始 －
342 －

総合企画局
総務局

166
全局・区ホーム
ページの充実
（№168再掲）

　運営方針，予算，事業実施状況，行政評
価結果等を分かりやすく迅速に提供するた
めに，新たに各局のホームページを開設す
るとともに各区のホームページを充実す
る。

－ 開設 取組の推進 → → → 0

全局・区
ホームペー
ジの開設
（16年度）

総合企画局

167

市政情報総合案
内コールセン
ターの設置
（№169再掲）

　市民が市役所・区役所等が閉まっている
時間でも，自分に合った方法（電話・
ファックス・電子メール等）で，市政に関
する問い合わせを一度で済ませることがで
きるコールセンターを設置する。

－ 調査研究 設置 － － － 323
設置
（17年度）

総合企画局

165
行政業務情報化
の推進

①事業計画から予算編成，執行，決算に至
る処理を「事業」を単位に管理する財務会
計システムを構築し，事務の効率化，省力
化，標準化，正確性の向上を図る。

②電子決裁を中心に，文書の収受，作成か
ら廃棄に至るまでを一貫して管理する総合
的な文書管理システムを構築し，意思決定
の迅速化，事務の効率化，文書の電子化に
よる紙の削減などを行うとともに，公文書
目録等の情報をインターネット上で公開し
て，情報公開請求における市民の利便性の
向上を図る。

№ 政策項目名 事業概要
年次計画 経費

（百万円）
数値目標等 担当局
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